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結果のまとめ
施設名

調査実施日

調査担当者

GOI (一般組織指標) 8 （10項目中）

JIPS-25 合計得点 項目平均

スタッフ配置 8 （最高15点） 2.7

組織 33 （最高40点） 4.1

サービス 54 （最高70点） 3.9

JIPS-25 全体 95 （最高125点） 3.5

あすなろ

2013年11月8日

下平・種田



スタッフ配置と組織
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I-1：ｽﾀｯﾌ：ケースロードの大きさ

I-2：ｽﾀｯﾌ：ESと就労支援時間

I-3：ｽﾀｯﾌ：ESとｻｰﾋﾞｽ内容

Ⅱ-1：組織：精神保健支援と就労支援の

統合（組織構造）

Ⅱ-2：組織：精神保健支援と就労支援の

統合（連携の質）

Ⅱ-3：組織：ESとVRの連携の質Ⅱ-4：組織：就労支援ユニット

Ⅱ-5：組織：スーパーバイザーの役割

Ⅱ-6：組織：除外基準なし

Ⅱ-7：組織：一般雇用実現に取り組む

Ⅱ-8：組織：経営陣



サービス
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Ⅲ-1：ｻｰﾋﾞｽ：社会保障に関する個別相談

Ⅲ-2：ｻｰﾋﾞｽ：障害の開示

Ⅲ-3：ｻｰﾋﾞｽ：職業的アセスメント

Ⅲ-4：ｻｰﾋﾞｽ：迅速な求職活動

Ⅲ-5：ｻｰﾋﾞｽ：個別化された求職活動

Ⅲ-6：ｻｰﾋﾞｽ：職場開拓‐雇用担当窓口

Ⅲ-7：ｻｰﾋﾞｽ：職場開拓‐雇用主

Ⅲ-8：ｻｰﾋﾞｽ：職場開拓の多様性

Ⅲ-9：ｻｰﾋﾞｽ：雇用主の多様性

Ⅲ-10：ｻｰﾋﾞｽ：一般雇用の割合

Ⅲ-11：ｻｰﾋﾞｽ：個別ニーズと個別支援

Ⅲ-12：ｻｰﾋﾞｽ：期限のない継続支援

Ⅲ-13：ｻｰﾋﾞｽ：地域ベース

Ⅲ-14：ｻｰﾋﾞｽ：コンタクトが取れなくなった

利用者へのアプローチ



チームのストレングス

• スタッフの情報共有が行き届いている。

• 研修を受けやすい体制（新人教育も含め）

• 職場開拓の多様性（個別に合った）

• ストレングスアセスメントシートを使っている

• 定期的に目標を点検している

• ユニットミーティングの機会が充実している

• 職業センターとの連携がうまくできている

• 環境がよい

• 理念が明確に示されている

• パンフレット類が豊富



チームの課題

• やれていることは記録に残す

職業プロフィールの活用

ケアプランの具体性と更新

職場開拓の記録

• マンパワー

プログラムアシスタント（事務等を担う）

地域とのネットワークづくり
(個別ニーズベースの就労支援の普及・啓発・・・

我々の課題でもあります）


